
  実践モデルプログラムを活用した授業のためのチェックシート 

授
業
の
前
に 

□本単元（本時等）を通して、資質・能力が育成された児童生徒の具体的な姿を、

観点別の目標に基づいて描いている。 

□児童生徒の、発問に対する反応や課題に対する考えを予想している。 

□本単元（本時等）で資質・能力の育成ができたか評価する手立てを準備して  

いる。 

□児童生徒が働かせるべき「見方・考え方」を理解している。 

□「見方・考え方」を働かせた児童生徒の思考の過程が表れるような板書を計画

している。 

見
い
だ
す 

□児童生徒が自ら疑問をもつことができるような資料や発問を準備している。 

□既習の内容や方法を振り返る場面を設定している。 

□児童生徒が課題を明確にすることができるように、疑問を整理して焦点化して

いる。 

□本単元（本時等）の目標（めあて・ねらい）を児童生徒に明示している。 

自
分
で
取
り
組
む 

□児童生徒が解決の見通しをもつことができるように、学習のめあてや既習の内

容との相違点等を児童生徒とともに確認している。 

□児童生徒が自ら情報を収集し調べることができるように、環境等を用意して 

いる。 

□児童生徒が自分の考えを形成したり、思いや考えを基に創造したりする時間を

確保している。 

□児童生徒が「見方・考え方」を働かせながら課題に取り組むことができるよう

に、取り組むときの視点や思考の進め方を指導している。 

□児童生徒一人一人の様子を把握し、早めに解決できた児童生徒や、つまずいて

しまっている児童生徒に対する次の手立てを準備している。 

広
げ
深
め
る 

□児童生徒が自分の考えを伝える場面を設定している。 

□児童生徒が「見方・考え方」を働かせながら、根拠とともに自分の考えを伝え

ることができるように指導している。 

□児童生徒が多様な考えを理解できるように、互いに学び合う場面を設定して 

いる。 

□児童生徒が友達の考えを聞き、疑問点を問い直すことができるように、自分の

考えと比べながら聞くなど、聞き方の指導をしている。 

□児童生徒が新たな考えに気付くことができたか確認し、自分の考えや学びを修

正することができるように、個に応じた助言をしている。 

ま
と
め
あ
げ
る 

□児童生徒が板書やノート、作品等を通して思考の過程を振り返り、学んだこと

をまとめる場面を設定している。 

□「深い学び」につながる本単元（本時等）のまとめを、児童生徒の言葉で予想・

準備し、書く時間を確保している。 

□児童生徒が学んだことを確実に身に付け、「見方・考え方」を今後の学習や生活

にどのように生かすか考える場面を設定している。 

□児童生徒が新たな疑問をもつことができるような発問を準備している。 

＊上記の項目は、毎時間（もしくは毎単元）全ての項目を達成することを推奨するものではありません。 

授業改善の視点として、指導案の作成や校内研修等で御活用ください。 


